
下水道構造物のコンクリート腐食対策技術のJIS化

〇コンクリート腐食対策技術は、コンクリート構造物の機能を維持し、下水道施設の延命化を図るもの。
〇日本下水道事業団と日本コンクリート防食協会は、「下水道構造物のコンクリート腐食対策技術JIS原
案作成委員会（委員長：宮川豊章京都大学大学院教授）」を設置し、平成25年10月にJIS原案を作成。

〇日本工業標準調査会の審議を経て、平成27年３月にJIS制定。
〇JIS化により、技術基準の統一化及び品質確保。
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下水道構造物のコンクリート腐食対策技術の
規格の概要


